
フランク王国の分裂 
 

・カール大帝の死後帝国は分裂 

(強大な王国を保っていたのは、カール大帝と伯などとの個人的な結びつきに過ぎなかったから) 

 

 

・843年 ルートヴィヒ 1世の死後王国を三分割 

     (               ) 

ロタール 1世………中部フランク王国⇒(          ) 

ルートヴィヒ 2世…東フランク王国⇒(           ) 

シャルル 2世………西フランク王国⇒(           ) 

 

・870年 ロタール 1世の死後、中部フランクを分裂 

     (               ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

カール大帝(～814) 

 

 ルートヴィヒ 1世(敬虔王) 

 

 シャルル 2世(禿頭王)  ルートヴィヒ 2世(ドイツ人王)  次男  ロタール 1世 

 

(          )   (          )     (          ) 



 

 

 

 

 

カール大帝の時代 

     条約      条約 


